
 

 

 

 

 

 

Ⅱ 生医研セミナー（多階層生体防御システム拠点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





生生医医研研セセミミナナーー（（多多階階層層生生体体防防御御シシスステテムム研研究究拠拠点点）） 

 
 

第７９１回 令和元年５月３０日（木） 

 Jens Stein 

 （Department of Oncology, Microbiology and Immunology (OMI), University of Fribourg） 
 「Dynamic lymphocyte surveillance of lymphoid and non-lymphoid host tissues」 

 (Seminar in English) 

  

第７９２回 令和元年６月１３日（木） 

 井上 尊生 

 （Department of Cell Biology, Johns Hopkins University, School of Medicine） 

 「Synthetic cell biology and its biomedical applications for cancers, 

 neurodegenerative diseases, and allergies」 

  

第７９３回 令和元年７月２２日（月） 

 横溝 岳彦 

 （順天堂大学 医学部・教授） 

 「生理活性脂質と眼疾患」 

  

第７９４回 令和元年７月１０日（水） 

 田口 英樹 

 （東京工業大学 科学技術創成研究院細胞制御工学研究センター・教授） 

 「シャペロン研究から「新生鎖の生物学」、さらにその先へ。」 

  

第７９５回 令和元年９月１９日（木） 

 揚妻 正和 

 （生理学研究所 生体恒常性発達研究部門・特任准教授） 

 「光と機械学習による恐怖記憶コードの解読」 

  

第７９６回 令和元年９月２０日（金） 

 戸高 浩司 

 （ARO 次世代医療センター 教授・副センター長） 

 「九州大学病院 ARO 次世代医療センターの紹介」 

 内山 麻希子 

 （ARO 次世代医療センター 臨床研究推進部門 特任講師） 

 「開発事例の紹介」 
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第７９７回 令和元年９月２４日（火） 

 八子 英司 

 （東京都医学総合研究所 糖尿病性神経障害プロジェクト） 

 「高グルコース・外因性ピルビン酸欠乏環境下における糖代謝障害と細胞死誘導機序の解明」 

  

第７９８回 令和元年９月１７日（火） 

 石谷 太 

 （大阪大学 微生物病研究所 生体統御分野・教授、  

  群馬大学 生体調節研究所 個体統御システム分野・教授 クロスアポイントメント） 

 「小型魚類イメージングで明らかになる未知の発生・老化機構」 

  

第７９９回 令和元年９月２７日（金） 

 奥村 晶子 

 （福岡女子大国際文理学部・学術振興会特別研究員） 

 「ガン発症における転写因子 RUNX1 の機能解析」 

  

第８００回 令和元年１０月３１日（木） 

 中山 俊憲 

 （千葉大学 大学院医学研究院 免疫発生学・教授） 

 「記憶型病原性 Th2 細胞による慢性気道炎症の病態制御」 

  

第８０１回 令和元年１０月２８日（月） 

 Frédéric Relaix 

 （INSERM U955-E10 IMRB, team “BIOLOGY OF THE NEUROMUSCULAR SYSTEM”,  

 Paris East University, Creteil 94000 FRANCE） 

 「Regulation of muscle stem cells quiescence and activation.」 

 (Seminar in English) 

  

第８０２回 令和元年１２月９日（月） 

 Ueli Grossniklaus 

 （Department of Plant & Microbial Biology, University of Zurich, Switzerland） 

 「Convergent evolution of genomic imprinting in plants and mammals」 

 (Seminar in English) 

  

第８０３回 令和元年１２月９日（月） 

 Pierre-Antoine Defossez 

 （Epigenetics and Cell Fate, University Paris Diderot） 

 「Genetic and structural investigations of DNA methylation maintenance mechanisms」 

 (Seminar in English) 
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第８０４回 令和元年１２月９日（月） 

 Heinrich Leonhardt 

 （Department of Biology,LMU Munich,Germany） 

 「Recent evolution of a TET controlled and DPPA3/STELLA driven pathway of passive 

 demethylation in mammals」 

 (Seminar in English) 

  

第８０５回 令和元年１１月５日（火） 

 R.Manjunatha Kini 

 （Department of Biological Sciences, Faculty of Science, National University  

 of Singapore, Singapore） 

 「Venom and Toxin Research: Biochemist's Bliss and Pharmacologist's Paradise」 

 (Seminar in English) 

  

第８０６回 令和元年１１月２７日（水） 

 野島 孝之 

 （Sir William Dunn School of Pathology, University of Oxford） 

 「RNA プロセシングと共役するゲノム転写制御とその破綻機構」 
  

第８０７回 令和元年１２月１８日（水） 

 伊藤 美菜子 

 （慶應義塾大学医学部 微生物学免疫学教室 講師） 

 「脳損傷後の脳内免疫細胞の動態と免疫応答制御」 

  

第８０８回 令和元年１２月１８日（水） 

 川﨑 拓実 

 （奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 バイオサイエンス領域 

 分子免疫制御 助教） 

 「組織常在性マクロファージによるアレルギー炎症制御」 

  

第８０９回 令和２年１月１７日（金） 

 大倉 永也 

 （大阪大学医学系研究科 基礎腫瘍免疫学 共同研究講座・特任教授） 

 「制御性 T細胞、その価値は？」 

  

第８１０回 令和２年２月４日（火） 

 高橋 恵生 

 （東京大学大学院医学系研究科 分子病理学･助教/東京大学医学部 MD 研究者育成 

 プログラム室） 

 「がん研究における組織透明化技術の応用」 
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